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食に関す
る指導の
全体計画 1 学校に置かなければならない計画

2 全体計画の法的根拠

3 学校で作成する全体計画の基本

学校にはどんな教育計画があると思いますか？ 学校給食法第10条
第十条 栄養教諭は、児童又は生徒が健全な食生活を自ら営む
ことができる知識及び態度を養うため、学校給食において摂取
する食品と健康の保持増進との関連性についての指導、食に関
して特別の配慮を必要とする児童又は生徒に対する個別的な指
導その他の学校給食を活用した食に関する実践的な指導を行う
ものとする。この場合において、校長は、当該指導が効果的に
行われるよう、学校給食と関連付けつつ当該義務教育諸学校に
おける食に関する指導の全体的な計画を作成することその他の
必要な措置を講ずるものとする。
２ 栄養教諭が前項前段の指導を行うに当たっては、当該義
務教育諸学校が所在する地域の産物を学校給食に活用するこ
とその他の創意工夫を地域の実情に応じて行い、当該地域の
食文化、食に係る産業又は自然環境の恵沢に対する児童又は
生徒の理解の増進を図るよう努めるものとする。
３ 栄養教諭以外の学校給食栄養管理者は、栄養教諭に準じ
て、第 一項前段の指導を行うよう努めるものとする。この
場合においては、同項後段及び前項の規定を準用する。
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ここには，在籍す
る児童や保護者，
地域の実態を書き
ます

学校教育目標は，その学
校で育てようとしている子
供像を表記した目標です

全体計画を作成するた
めの参考とするものは，国
や自治体の食育推進計画な
どがあります

６つの食育の視点
実態に照らしたと
きに重点とする視
点も明記します

食に関する指導の手引きでは，指導目
標を資質・能力で表記しています。
○知識・技能は，望ましい食習慣を形成する
ために知っていることやできることです。

○思考力・判断力・表現力等は，望ましい食
習慣を形成するために知っていることをど
う使うかということです。

○学びに向かう力・人間性等は，進んで望ま
しい食習慣を形成しようとする態度のこと
です。
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幼稚園や保育所等
で行われている食
育についてリサー
チしたことを書き
ます。

各学年の食に関する指導の目標
は，学校の食育の目標を，各学年
の発達の段階に照らして，細分化
します。低学年から少しずつ高度
な目標にします。

各学年で指導する食に関する指
導の題材名や体育，家庭科の単元
名を書きます。

中学校で行
われている
食育につい
てリサーチ
したことを
書きます。

その学校の食育の目標を具体的に推進
するための組織とその組織を構成するメ
ンバー，活動時期などを表記します。

その学校の食に関する
指導を行う場を明らかに
します。（次の資料を参
考に）

学校教育における「食に関する指導」の場

給食時間
・年間190回程度
・意図的、計画的
に繰り返し指導
・家庭との連携が

不可欠

教科の学習
・教科のねら
いと関連づけ
たり教材とし
て活用したり
できるもの

学校行事
健康や給食に
関する意識を
高める行事、
「健康安全・
体育的行事」

保健指導
・養護教諭と
連携して全体
や個別に食生
活について指
導する

学級活動
・給食指導を
深化、補充

「食育の観点を
踏まえた学校給
食と望ましい食
習慣の形成」

総合的な学習
の時間

・食や健康を
テーマとして
地域と一体と
なった学習
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その学校がどのようにして地場産物を活用するのか
具体的な計画を書きます。
例）生産者（○○さん）に生活科の授業に来てもらう
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その学校が，家庭や地域とどのように連携するのか
具体的な計画を書きます。
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その学校の全体計画に示された食育がどの程度実施
されたのか評価をします。
例）評価をする時期（いつ頃）

評価の方法（誰に，どのような方法で）



学級活動⑵で
進める食に関
する指導 1 学級活動の目標

2 学級活動⑵とは

3 学級活動⑵の内容

4 食育の視点に照らした題材一覧

5 学級活動⑵の学習過程

新学習指導要領に示された内容
（学習指導要領解説総則編）
(3) 学校における体育・健康に関する指導を，児童（生徒）
の発達の段階を考慮して，学校の教育活動全体を通じて適
切に行うことにより，健康で安全な生活と豊かなスポーツ
ライフの実現を目指した教育の充実に努めること。特に，
学校における食育の推進並びに体力の向上に関する指導，
安全に関する指導及び心身の健康の保持増進に関する指導
については，体育科，家庭科（保健体育科，技術・家庭
科）及び特別活動の時間はもとより，各教科，道徳科，外
国語活動及び総合的な学習の時間などにおいてもそれぞれ
の特質に応じて適切に行うよう努めること。また，それら
の指導を通して，家庭や地域社会との連携を図りながら，
日常生活において適切な体育・健康に関する活動の実践を
促し，生涯を通じて健康・安全で活力ある生活を送るため
の基礎が培われるよう配慮すること。

（赤字）は中学校

特別活動の内容（小中学校）
特別活動

学級活動

学級活動(1)

学級活動(2)

学級活動(3)

児童会活動 クラブ活動

学校行事

(1)儀式的行事

(2)文化的行事

(3)健康安全・体育的行事

(4)遠足(旅行)

・集団宿泊的行事

(5)勤労生産・奉仕的行事

生徒会活動



学活活動⑵
HR活動⑵の
内容 

小学校 中学校
ア 基本的な生活習慣の形成
イ より良い人間関係の形成
ウ 心身ともに健康で安全な
生活態度の形成

エ 食育の観点を踏まえた学
校給食と望ましい食習慣の
形成

ア 自他の個性の理解と尊重，
より良い人間関係の形成

イ 男女相互の理解と協力
ウ 思春期の不安や悩みの解

決，性的な発達への対応
エ 心身ともに健康で安全な
生活態度や習慣の形成

オ 食育の観点を踏まえた学
校給食と望ましい食習慣の
形成

小中学校の学級活動⑵の内容
学級活動の目標と，学級活動⑵のポイント

◆学級活動の目標
学級や学校での生活をよりよくするための課題

を見いだし，解決するために話し合い，合意形成
し，役割を分担して協力して実践したり，学級で
の話合いを生かして自己の課題の解決及び将来の
生き方を描くために意思決定して実践したりする
ことに，自主的，実践的に取り組むことを通して，
第１の目標に掲げる資質・能力を育成することを
目指す。  

学級活動⑵の指導ポイント

学級活動⑵とは
学習指導要領小学校解説 学習指導要領中高等学校解説

この内容は，日常の生活や学習へ
の適応及び健康や安全に関するもの
で，児童に共通した問題であるが，
一人一人の理解や自覚を深め，
意思決定とそれに基づく実践を行う
ものであり，個々に応じて行われる
ものである。したがって，「(1)学
級や学校における生活づくりへの参
画」が，教師の適切な指導の下，児
童の共同の問題として取り上げ，協
力して実践するという学習過程であ
ることとの違いに留意し，関係する
教科等における学習や，個別の生徒
指導等との関連を図りつつ，教師が
意図的，計画的に指導する必要があ
る。

この内容は，日常の生活や学習へ
の適応と自己の成長及び健康や安全
に関するもので，生徒に共通した問
題であるが，一人一人の生徒の理解
や自覚を，意思決定とそれに基づく
実践等を重視する活動である。学級
HR活動の内容(1)「学級HRや学校
における生活づくりへの参画」が，
教師の適切な指導の下，生徒が共通
共同の問題として取り上げ，協力し
て実践するという学習過程であるこ
ととの違いに留意し，関係する教
科・科目等における学習や，個別の
生徒指導等との関連を図りつつ，教
師が意図的，計画的に指導する必要
がある。 ＜青字高校＞
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ものであり，個々に応じて行われる
ものである。したがって，「(1)学
級や学校における生活づくりへの参
画」が，教師の適切な指導の下，児
童の共同の問題として取り上げ，協
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の適応と自己の成長及び健康や安全
に関するもので，生徒に共通した問
題であるが，一人一人の生徒の理解
や自覚を，意思決定とそれに基づく
実践等を重視する活動である。学級
HR活動の内容(1)「学級HRや学校
における生活づくりへの参画」が，
教師の適切な指導の下，生徒が共通
共同の問題として取り上げ，協力し
て実践するという学習過程であるこ
ととの違いに留意し，関係する教
科・科目等における学習や，個別の
生徒指導等との関連を図りつつ，教
師が意図的，計画的に指導する必要
がある。 ＜青字高校＞

◆共通した問題
学級のみんなで一斉に授業は行うが，学級活動⑴のように

みんなで目標や目標達成の手段や方法，役割分担などを話し
合って決める共同の問題ではなく，一人一人が自分に最適な
解決方法などを意思決定し，決めた事を個々に実践する問題
のこと。
例）みんなで好き嫌いをなくすことの大切さを学習しても，

個々が乗り越える課題（苦手な物）はそれぞれにある。
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意図的，計画的に指導する必要があ
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この内容は，日常の生活や学習へ
の適応と自己の成長及び健康や安全
に関するもので，生徒に共通した問
題であるが，一人一人の生徒の理解
や自覚を，意思決定とそれに基づく
実践等を重視する活動である。学級
HR活動の内容(1)「学級HRや学校
における生活づくりへの参画」が，
教師の適切な指導の下，生徒が共通
共同の問題として取り上げ，協力し
て実践するという学習過程であるこ
ととの違いに留意し，関係する教
科・科目等における学習や，個別の
生徒指導等との関連を図りつつ，教
師が意図的，計画的に指導する必要
がある。 ＜青字高校＞

◆意思決定
前回の学習指導要領解説特別活動編に示している「自己

決定」とは同義。
Gilboa(2015)は「複数の方法や答えの中から自身が判

断して決める認知的活動」だと言っている。さらに「意思
決定が真に良い判断だったかは意思決定者自身が実践を振
り返り評価する。」ことだと言っている。

意思決定とは（一般的なステップ）

１ 問題の認識(めあて)
解決すべき問題や達成すべき目標を明確にする。

２ 情報の収集（栄養教諭の専門性）
問題解決に必要なデータや情報を集める。

３ 選択肢の検討（選択肢を出し合う話合い）
利用可能な選択肢を洗い出し、それぞれの利点
と欠点を評価する。

４ 意思決定（自己目標の意思決定）
最も効果的と思われる選択肢を選ぶ。

５ 実行（授業後の実践）
選んだ選択肢に基づいて行動を起こす。

６ 評価とフィードバック（振り返り）
実行結果を評価し、必要に応じて調整を行う。

食育の視点(食育で何を教えるのかという視点)
「食に関する指導の手引ー第二次改訂版ー」（平成31年3月，文部科学省）

①食事の重要性、食事の喜び、楽しさを理解する。
（食事の重要性）

②心身の成長や健康の保持増進の上で望ましい栄養や食事の
とり方を理解し、自ら管理していく能力を身に付ける。

（心身の健康）
③正しい知識・情報に基づいて、食物の品質及び安全性等に

ついて自ら判断できる能力を身に付ける。
（食品を選択する能力）

④食物を大事にし、食物の生産等にかかわる人々へ感謝する
心をもつ。 （感謝の心）

⑤食事のマナーや食事を通じた人間関係形成能力を身に付け
る。 （社会性）

⑥各地域の産物、食文化や食にかかわる歴史等を理解し、尊
重する心をもつ。 （食文化） 

①   食事の重要性
（食事の重要性、食事の喜び、楽しさを理解する。）

子供たちが豊かな人間性を育み、生きる力
を身に付けていくためには何よりも食が大切
であるという視点である。

食は人間が生きていく上での基本的な営み
の一つであり、健康な生活を送るためには、
健全な食生活や食環境が欠かせないものであ
り、その営みを大切にすることが重要である。



②   心身の健康
（心身の成長や健康の保持増進の上で望ましい栄養や食

事のとり方を理解し、自ら管理していく能力を身に付
ける。 ）

生涯にわたって健全な食生活を実現するこ
とが、心身の健康の増進と豊かな人間形成に
資するという視点である。そのために、望ま
しい栄養や食事のとり方を理解する必要があ
る。
また、食事を規則正しくとることは生活習慣
を形成し、特に、朝食をとることは、１日元
気に過ごすための源であり、生活リズムの要
となり、心身の健康にとって重要である。 

③   食品を選択する能力
（正しい知識・情報に基づいて、食品の品質及び安全性

等について自ら判断できる能力を身に付ける。 ）

栄養や食事のとり方などについて、正しい知識・

情報に基づいて自ら判断し、食をコントロールして
いくという食の自己管理能力が必要であるという視
点である。

正しい知識・情報とは、食品や料理の名前、形、
品質や栄養素及び安全面、衛生面等に関する事項で
ある。それらの情報について関心を持ち、得た情報
を整理・分析した上で、食品の適切な選択ができる

能力が求められている。 

④   感謝の心
（食物を大事にし、食物の生産等に関わる人々へ感謝す

る心をもつ。 ）

人の食生活が自然の恩恵の上に成り立っており、

また、食に関わる人々の様々な活動に支えられてい
ることに対して感謝する心が大切であるという視点
である。人々の生活は昔から動植物などの自然の恩

恵に支えられて成り立っていることや生産・流通・
消費など食に関わる人々の様々な活動に支えられて
いることに気づき、環境保全や食品ロスの視点も含
めて、感謝の気持ちや食物を大事にする心を育むこ

とが求められている。 

⑤   社会性
（食事のマナーや食事を通じた人間関係形成能力を身に

付ける。 ）

食事の準備から後片付けまでの食事のマナーを身

に付け、食事が家族や他の人々との大切なコミュニ
ケーションの場であるという視点である。

食器の使い方や食事の時の話題選びなどの食事の

マナーを身に付けることが、楽しい共食につながる
ことや、一緒に調理したり食事をしたりすることで、
多くの人達とコミュニケーションを図り、心を豊か
にすることが大切である。 



⑥   食文化
（各地域の産物、食文化や食に関わる歴史等を理解し、
尊重する心をもつ。）

日本の伝統ある優れた食文化や食に関わる歴史、地
域の特性を生かした食生活（地場産物の活用）、食料
自給率等を理解し尊重しようとする視点である。
地域の特性を生かした食生活や食料自給率を考える

ことは、地域や日本を知り、大切にする心を育むとと
もに、他の国々の食文化を理解することが大切である。
また、食料の生産はそれぞれの国や地域の気候風土と
深く結びついており、それらの特質を理解し継承・発
展させていくことが求められている。 

学級活動⑵で進める食に関する指導の題材一覧例

宗像市立自由ヶ丘小学校

小中が系統的に学ぶ学活⑵題材例
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学級活動⑵の学習過程



①問題の発見・確認
学級活動⑵HR活動⑵の問題「題
材」は教師が指導計画から設定する。
児童生徒に課題意識を持たせるた
めの工夫に留意する。

学級活動⑵の学習過程 学級活動⑵の学習過程

②③解決方法の話合い・決定
自己の生活課題について自主的に
把握し，話合いによってより良い解
決方法を見つけ，自主的に自分の目
標を意思決定する学習の流れに留意
する。

学級活動⑵の学習過程 学級活動⑵の学習過程



④決めたことの実践
学習の後段で意思決定した行動
目標に向かってある一定期間実践
する。児童生徒の活動状況に応じ
て関わるカウンセリングの充実に
ついて留意する。

学級活動⑵の学習過程 学級活動⑵の学習過程

⑤振り返り
自己の生活をより良いものにす
るために実践したことを振り返る
振り返りの視点に留意する。
※YWT法の視点からの振り返り
Y：やったこと
w：分かったこと
T：次にやること

学級活動⑵の学習過程 中学校学級活動⑵の学習過程



学級活動⑵の授業を考える時に参考となるもの

小学校特別活動指導資料（文部科学省）

学級活動⑵で進める食育の授
業援助シート
（食育プランニングシート）

食育プランニングシートを活
用した食に関する授業づくり

 
 

第 学年 組 食育プランニングシート   

❶ 題材名と食育の視点 

 題材「                」 

食育の視点（              ） 

❷ 本題材で育成する資質・能力 

① 知識及び技能： 

 

② 思考力・判断力・表現力等： 

 

③ 学びに向かう力、人間性等： 

 
 

 

 

 

❸ 本時の活動 

 学習活動 指導場の留意点 

＜つかむ段階＞ 

１ 

⑴  

 

⑵ 

 

 

＜さぐる段階＞ 

２ 

⑴ 

 

⑵ 

 

＜見付ける段階＞ 

３ 

⑴ 

 

⑵ 

 

＜決める段階＞ 

４ 

 

めあて： 

❹ 本時授業の前にしておくこと 

① 本題材を学習する子供たちの実態調査の内容と方法 

・内容（何を調べる？）： 

・方法（どんな方法で調べる？）： 

② 授業で作成する教材や資料の計画 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

つかむ段階 さぐる段階 見付ける段階 決める段階

❺ 授業後の活動 

① 実践のさせ方（期間等） 

 

② 振り返らせ方（中間の振り返り等） 

 

③ 振り返り後の取り組ませ方 
 

 

新たな課題へ 

脇田，2024 

 ❶ 題材名と食育の視点

題材「バランスの良い食事」のように短い言
葉で表現する」

食育の視点
６つの食育の視点のうちどの内容で授業を行

うのか，自分の授業の主張点を明らかにする。
この授業で子供たちに育成したい能力や態度

は何ですか？と聞かれたら答えられるようにす
る。



食事の重要性 心身の健康 食品を選択す
る力

感謝の心 社会性 食文化

1年

・朝ごはんパワー ・丈夫な歯 ・まめさん、
やさいさん
牛乳さんパ
ワー

・給食ができ
るまで
・給食当番あ
りがとう

・おいしいた
のしい給食

行事のごはん

２年

・朝ごはんのレベル
アップ
・朝ごはんの見直し

・よくかんで
食べる

・やさいの秘
密
・やさいが体
に与える影
響

・給食ありが
とう

・もぐもぐ給
食

・おせちにつ
いて
・食べ物に込
められた意
味

３年

・好き嫌いをしない
で食べる

・骨を丈夫に
する食べ物

・パワーいっ
ぱい朝ごは
ん
・最高のメ
ニュー

・学校給食の
歴史

・きれいにご
飯を
食べる
・いいはしの
持ち方

・年末年始の
行事食

４年

・食べる大切さ ・食べ物の栄
養

・バランスを
考えた食事

・いただきま
すの意味
・給食のあり
がたみ

・楽しい食べ
方

・日本の伝統
的な料理

５年

・食事の重要性
・朝食のはたらき

・栄養のバラ
ンスを考え
た食事
・朝食と集中
力
・食事をとる
ことのよさ

・自然教室の
バイキング
・五大栄養素
を朝食でと
る
・栄養バラン
ス

・「食」の見
直し
・自分でする
朝食の準備
・食品ロス

・交流給食
・朝食を大切
にしている
地域や学校
の取り組み
・楽しく過ご
す食事の時
間

・洋食と和食
・郷土料理

６年
・朝食の重要性 ・バランスの

とれた食事
・おやつのと
り方

・調理員さん
への感謝

・楽しい共食 ・地域の特産
品

食事の重要性 心身の健康
食品を選択す
る力

感謝の心 社会性 食文化

１年

・すききらいをな
くそう

・丈夫な歯 ・やさいのひ
みつ

・給食当番あ
りがとう

・おいしい楽
しい給食
・もぐもぐ給
食

２年

３年

・パワーいっぱい
朝ごはん

・歯みがき名
人

・食べ物の働
き

・給食ありが
とう

・きれいにご
飯を食べる
・楽しくおい
しい給食

・地域の食文
化

４年

５年

・朝食の大切さ ・健康で楽し
い毎日

・栄養のバラ
ンスを考え
た食事

・給食ありが
とう

・楽しい会食 ・日本の色々
な食文化

６年

特別支援学級

❷ 本題材で育成する資質・能力

① 知識及び技能：授業の中で子供たちに育成し
たい知識は何か，身につけたい技能は何か

例）食べ物の３つの働きを理解し，バランスよく食べる
ことができる。

② 思考力・判断力・表現力等：子供たちが意思
決定をするために働かせる知識，技能は何か

例）食べ物の３つの働きを考えながら，自分にできる健
康な食事の仕方を意志決定できる。

③ 学びに向かう力、人間性等：育成したい主体
的な食習慣は何か

例）好き嫌いせずにバランスの良い食事を進んで食べよ
うとする。

❸ 学級活動⑵の学習過程

学習活動 指導上の留意点
＜つかむ段階＞

＜さぐる段階＞

＜見付ける段階＞

＜決める段階＞

つかむ段階は，子供たちが本時学習のめあてを
つかむ。アンケートや紙芝居などでつかませる。

さぐる段階は，栄養教諭の専門性を活かしてな
ぜ問題を解決しなければならないのか説明する。

見付ける段階は，問題を解決するために，自分
たちできる方法を見付けるために話し合う。

決める段階は，自分の解決方法を“見付ける段
階”の話合いの中から選んで意思決定する。



授業のユニバーサルデザイン

今日の学習のゴールを子供たち
に示す。例）「今日は，朝食の大
切さを知り，栄養バランスの取れ
た朝食を取れるようにするための
目標を決めます。」

本時学習のねらいを達成す
るために，資料を活用する。
例）学習ノート，タブレッ
ト，紙芝居，グラフなど。

本時学習のねらいを達成
するための教師の説明や小
グループでの話合い，全体
での話合いなどの学習方法。

本時学習のねらいが達
成された事を，いつ，ど
の段階で，どのような方
法で評価するのかを明ら
かにする。

朝食の大切さ

つかむ さぐる 見つける 決める

めあて：朝食の大切さを知り，バランス良く朝食を食べる
方法を見つけよう。

どうすればバランス良く朝
食を食べることができるだ
ろうか
・! " # の食材を食べる。
・野菜を意識して食べる。
・早起きをしてしっかり食

べる。
・夜更かしをしない。
・早寝，早起きをする。
・自分で用意すればいい。
・お家の人に頼んで作り置

きをしてもらう。

朝食の課題
・パンだけの

日もある。
・食べない日

もある。
・遅くまで寝

ているので
食べられな
い。

・夜遅くまで
起きている
ので，早起
きができな
い。

栄養教諭の話 自分の目標
・早起きをす

るために，
早く寝る。

・お家の人に
野菜ジュー
スを買って
もらう。

・野菜を意識
して食べる。

チャレンジ
カード

❸ 本時の活動＜つかむ段階＞

学習活動 指導上の留意点
１ アンケート結果につい
て話合い，本時学習のめ
あてをつかむ

⑴ アンケート結果につい
て話し合う
・好き嫌いが多い
・野菜が嫌いな人が多い

⑵ 苦手な食べ物は残して
もいいか話し合いめあて
をつかむ

○アンケート結果から本時
学習のめあてをつかませ
る。

○事前のアンケート結果を
グラフにまとめてみせる。

○苦手な食べ物は残してい
いのか話し合わせる。

めあて：食べ物のはたらきを知り，好き嫌いなく食べるため
の目標を決めよう。

❸ 本時の活動＜さぐる段階＞

学習活動 指導上の留意点
２ 食べ物には，大切な働
きがあることを知る。

⑴ 食べ物には健康な体を
作るはたらきがある事を
知る。

・エネルギーになる
・体をつくる
・主に体の調子を整える
⑵ どのような食材に３つ
の働きが含まれているの
かを知る。

・タブレットで調べる

○栄養教諭の話だけで理解
させるのではなく，子供
たちに調べさせる。

○健康な体を作る食べ物の
はたらきについて図を用
いて説明する。

○３つの働きが含まれる食
材をタブレットを使って
調べさせる。

○日頃それ等の食材を食べ
ているのか振り返らせる。



❸ 本時の活動＜見付ける段階＞

学習活動 指導上の留意点
３ ３つの働きが含まれる
食材を，かたよりなくバ
ランスよく食べる方法を
話し合って見付ける。

⑴ 自分で考え，グループ
で話し合う。

⑵ グループでの話し合い
の結果をホワイトボード
に書き発表する。

○初めは，一人一人がどう
すればバランスよく食べ
られるか考え，それをグ
ループで話し合わせる。

○自分の考えをノートに書
かせる。

○グループの発表には，相
互に質問したり栄養教諭
が評価したりする。

○学校給食の献立を見せ，
給食は! " # のバラン
スを考えて作られている
事を知らせる。

❸ 本時の活動＜決める段階＞

学習活動 指導上の留意点

４ 見付ける段階の話合い
の結果から，自分にでき
る食べ方をチャレンジ
カードに書き意思決定す
る。

例）
Ａくん：朝ごはんで野菜を

食べるようにする。
Ｂさん：給食を残さず食べ

るようにする。

○意思決定した個人目標を
発表させ，それぞれが決
めた目標を承認し，実践
への意欲を持たせる。

○意思決定した目標は，１
週間挑戦することを知ら
せる。

・内容（何を調べるか？）
例）食べ物の３つの働きを知っているか？

好き嫌いがあるか？
・方法（どんな方法で調べるか？）

例）アンケート用紙を作って調査する。
タブレットで調査する。

❹ 本授業の前にしておくこと
① 本題材を学習する子供たちの実態調査の内

容と方法

❹ 本授業の前にしておくこと
② 授業で作成する教材や資料の計画

つかむ段階

つかむ段階の資料は，
子供たちにめあてをつ
かませるための資料
例）
・アンケート調査の結

果をまとめたグラフ
・栄養バランスに気づ

かせる紙芝居

さぐる段階

さぐる段階の資料は，
望ましい食習慣を理解
させるための資料
例）
・栄養のバランスを理

解させる! " #の
カード

・朝食と体の健康につ
いて理解させる資料



❹ 本授業の前にしておくこと
② 授業で作成する教材や資料の計画

見付ける段階

見付ける段階の資料
は，解決方法を見つけ
る話合いを効果的に行
うのための資料
例）
・ホワイトボード
・タブレット
・電子黒板

決める段階

決める段階の資料は，
個人目標を意思決定さ
せ，実践に向かわせる
るための資料
例）
・頑張りカード
・チャレンジカード

❺ 授業後の活動
② 授業で作成する教材や資料の計画

① 実践のさせ方（期間等）
チャレンジカードで１週間挑戦させる。

② 振り返りのさせ方（中間の振り返り等）
１週間挑戦させたら，中間の振り返り

を行い，次の，目標を立てさせる。
・そのまま継続させる子
・目標を設定し直す子

③ 振り返り後の取り組ませ方
さらに１週間チャレンジさせる。


